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１．目的 

私たちは魚津の地域資源を活用した工業技術の提案を主題の

もと、魚津の海について着目した。その理由は、魚津は景観の良

い豊富な海産資源があるからだ。しかし現在、ポイ捨てなどに

よって海の生態系が乱れてしまう可能性がある。そんな問題を

少しでも改善させるため、海上のゴミを回収することができる

ロボットを制作することにした。 

 

２．制作過程・結果 

まず私たちは自分が想像するラジコンの完成形について設計

図を作り、そして、できた４人分の意見を一つにまとめたポン

チ絵を完成させた。そのポンチ絵を図１に示す。 

次に、そのポンチ絵の内容をもとに 3D-CAD ソ

フトの Inventor を用いて設計を行い、3D プリン

タで造形して組み立てた。実験で水に浮くことを

確認し、動かすことも成功した。船頭部分に水の

抵抗を逃がすための機構も追加で作成した。 

また、設計と並行してプログラムの作成を

Arduino で進めた。そして、この機体を動かすた

めのプログラムも作成した。図２は実際のプログ

ラムを抜粋したものである。このプログラムは、

２つのジョイスティックを使い、機体を制御する

ものとした。右のジョイスティックが右車輪の正

転と逆転を制御し、反対側で左の車輪を制御する

ものとした。 

 

３．結果・考察 

図３が完成した機体である。結果は、水に浮いた

状態で自在に動かし、水上のゴミを回収することが

できた。また、超音波センサを用いたプログラムで

自動走行することができた。今回の課題研究で制作

した作品の防水性や安定性を向上させることで、魚

津の海をより綺麗にすることができると考える。

 

図 2 プログラム 

図 1 ポンチ絵 

図 3 完成した機体 


